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活動の中で多くのことを学びました！！

飯田地区人口（令和２年１１月３０日）

人　口　１，７２６人（-９）

　令和　２年１２年1７日

　　編集・発行

　12月5日（土）に第3回の飯田高原お宝探検隊をタデ原湿原
周辺にて開催しました。
　今回は鳥の巣箱作りということで、子ども達に作り方を教えて
くれる講師として『九重の自然を守る会』の多くの会員さんが協
力してくれました。
　午前は子どもと大人がペアになって、持ち帰り用と交換用で
一人2つ巣箱を作りました。日ごろ使うことがないのこぎりや金
槌の使い方に苦戦していましたが、守る会のスタッフの方々に
コツを教えてもらいながらなんとか完成できました。中には
ちょっと違う巣箱を作って楽しんでいる子もいました。
　午後からは、タデ原湿原の森の散策路に入って、過去に設置
した巣箱を確認し、古くなって使えなくなった巣箱の交換や、落
ちてしまっている巣箱の回収、巣を作っていてまだ使えそうな
巣箱は掃除をして、また鳥が巣を作れる環境に整えました。
　最後には鳥が巣を作る時期や、産卵の時期、巣立ちの時期
についても学び、とても多くのことを学んだ一日となりました。
　新型コロナウイルスの影響で子どもたちはとても我慢の多い
生活をしています。お宝探検隊ではできるだけ子ども達が伸び
伸びと成長できる環境を作っていけるよう活動していきたいと
思います。

※お宝探検隊のスタッフを募集しています。自然体験や飯田の
伝統文化を子ども達に伝えていく活動をしていますので、興味
がある方は飯田公民館までお問い合わせください。

男　性　　　８７１人（-３）

女　性　　　８５５人（-６）

世帯数　　８０６世帯（-５）

　　飯田地区まちづくり協議会

　　飯田公民館
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飯田地区まちづくり協議会 ・ 飯田公民館だより
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名号石（熊の墓）に 行って来ました ！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１４日土曜日、体育・健康福祉部会と

教育文化部会の共催で名号石と寺床原生林の

ウォーキングを実施しました。当日は、玖珠町

山浦の南江山専徳寺の辛嶋了知副住職さんに

本堂建立に纏わるお話をしていただきました。 
 

 
名号石は、１７７３年専徳寺本堂を建立する

際に木材を伐採した崩平山で、建立当時に彫ら

れたということです。木材は、玖珠川を流し、

三日月の滝の上で引き揚げたそうです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  〔林の中、ひっそりと佇む「名号石」〕  

 

 寺床 原生林 を ウォーキング しました ！！   ～ ウォーキングの前に、非常食を試食 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１７年３月に町が策定した『生物多様性

ここのえ戦略』の中で“重要スポット”に指定

された「寺床～熊の墓」は、ブナなどの大径木

を含む良好な渓谷林が帯状に分布しています。 

 当日は、策定委員でもある九重ふるさと自然

学校の川野智美代表の解説で散策しました。 
 

 
飯田地区まち協では、緊急時に備えて食料品

の備蓄をしています。ローリングストック法で

毎年１回、非常食の試食会を行なっています。 

当日は正午に集まり、主食・主菜の組合せで 

思い思いの非常食を試食しました。 
 

 
〔非常食を試食する参加者〕 

 

聞 き 上 手 

「氏は、よく人の意見を聞く人でした。たとえ
相手が言うことに全面的に賛成できなくても、
途中で遮ることなく、最後までじっくり話を聞
くのです。」 氏とは、ノーベル平和賞受賞者の
ネルソン・マンデラ氏。２７年半、１万日に及
ぶ獄中生活を耐え抜いた「人権の闘士」である。 
 インタビュー記事を読みマンデラ・スマイル
と呼ばれた氏の笑顔がよみがえった。「よく人
の意見を聞く人」だったからこそ、あらゆる人
種の民族が共有する「虹の国（南アフリカ）」へ
導くリーダーシップを発揮できたのだろう。 
 

「相手の話を聞くためには、自分の位置を相手
の立場まで移動させなければなりません。童謡
詩人の矢崎節夫さんは「だから『理解する』と
は、英語で『understand』-『下（under）』に『立
つ（stand）』と書くのです。自分中心ではなく、
相手の立場に立つと、とても大切なものが見え
てきます。」と。      （新聞記事より抜粋） 

人間の口は一つですが、自分が話すことの２
倍、相手の話を聞くために耳は二つあると言わ
れています。「耳」で聞いたことを「心」で受け
止める「聞き上手」でありたいものです。 

 




